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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第87期

第１四半期連結
累計期間

第88期
第１四半期連結
累計期間

第87期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 （千円） 2,107,999 2,170,787 7,724,578

経常利益 （千円） 112,332 105,208 185,896

四半期（当期）純利益 （千円） 61,085 53,825 65,868

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 130,693 27,397 334,897

純資産額 （千円） 2,881,858 3,061,237 3,084,426

総資産額 （千円） 11,035,318 11,066,800 10,576,604

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 5.90 5.20 6.36

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 26.2 27.6 29.1

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社ならびに連結子会社及び持分

法適用会社）が判断したものであります。

 

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、経済・金融政策の効果などにより、緩やかな回復を続けてい

るものの、輸入燃料価格の高止まりや、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動などにより、予断を許さない状況が

続いております。

　当業界におきましては、燃料価格高騰による製造原価上昇などにより、引き続き厳しい状況で推移しておりま

す。

　このような経営環境の中、当社グループは、売上目標達成のため積極的な拡販活動を展開すると同時に、全社規

模でのコストダウンに尽力するなど、各種施策を推進し利益確保に尽力しましたが、競合メーカーの攻勢に加え、

海外に向けた新規拡販費用及び燃料価格高騰による製造原価上昇などの影響により、厳しい状況で推移しました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高21億70百万円（前年同期比3.0％増）、経常利益１億５

百万円（同6.3％減）、四半期純利益53百万円（同11.9％減）となりました。

　なお、当社グループは単一セグメントのため、製品別の業績を記載すると次のとおりであります。

 

①濾過助剤

　当期間におきましては、国内市場での競合メーカーとの競争激化の一方で、海外市場への販売が売上に貢献しま

した。この結果、売上高は11億21百万円（前年同期比1.1％減）となりました。

 

②建材・充填材

　当期間におきましては、住宅用建材及び土木工事用資材向け製品の売上が増加しました。この結果、売上高は３

億86百万円（同15.9％増）となりました。

 

③化成品

　当期間におきましては、浄化槽向け塩素剤の売上が減少しました。この結果、売上高は４億99百万円（同3.4％

減）となりました。

 

④その他の製品

　当期間におきましては、浴室関連機器の売上が増加しました。この結果、売上高は１億62百万円（同32.1％増）

となりました。

 

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費は、総額22百万円であります。なお、当第１四半期

連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

  普通株式 32,000,000

計 32,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,979,000 11,979,000

東京証券取引所

（市場第二部）

名古屋証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 11,979,000 11,979,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

 資本準備金
 増減額
（千円）

 資本準備金
 残高（千円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
－ 11,979,000 － 598,950 － 527,529

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    1,861,000 － 　－

完全議決権株式（その他） 普通株式   10,066,000 10,066 　－

単元未満株式 普通株式       52,000 － 　－

発行済株式総数            11,979,000 － －

総株主の議決権 － 10,066 －

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式560株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

昭和化学工業株式会社
東京都目黒区下目黒

２丁目23番18号
983,000 － 983,000 8.2

白山工業株式会社
東京都目黒区下目黒

２丁目23番18号
486,000 － 486,000 4.1

東興パーライト工業

株式会社

東京都目黒区下目黒

２丁目23番18号
392,000 － 392,000 3.3

計 － 1,861,000 － 1,861,000 15.5

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、八重洲監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,608,715 1,768,570

受取手形及び売掛金 2,287,377 2,697,902

商品及び製品 317,996 309,216

仕掛品 390,919 396,150

原材料及び貯蔵品 140,783 146,544

繰延税金資産 27,035 12,974

その他 70,965 83,807

貸倒引当金 △2,021 △2,051

流動資産合計 4,841,772 5,413,113

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 972,222 962,817

機械装置及び運搬具（純額） 629,796 618,239

土地及び原料用地（純額） 820,719 836,591

その他（純額） 683,764 719,953

有形固定資産合計 3,106,502 3,137,601

無形固定資産   

のれん ※２ 2,346 ※２ 1,518

その他 30,020 25,520

無形固定資産合計 32,366 27,039

投資その他の資産   

投資有価証券 2,022,525 1,975,945

長期貸付金 76,220 75,530

繰延税金資産 121,142 120,557

その他 481,810 427,441

貸倒引当金 △105,736 △110,430

投資その他の資産合計 2,595,962 2,489,045

固定資産合計 5,734,831 5,653,686

資産合計 10,576,604 11,066,800
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 879,107 1,162,596

短期借入金 2,221,335 2,465,313

1年内償還予定の社債 370,000 320,000

1年内返済予定の長期借入金 494,362 477,432

未払法人税等 63,274 40,245

賞与引当金 42,230 17,228

設備関係支払手形 40,748 115,874

その他 285,408 373,840

流動負債合計 4,396,467 4,972,531

固定負債   

社債 660,000 640,000

長期借入金 1,043,184 1,017,786

繰延税金負債 82,670 60,939

役員退職慰労引当金 393,452 394,031

退職給付に係る負債 796,030 808,020

その他 120,371 112,254

固定負債合計 3,095,709 3,033,032

負債合計 7,492,177 8,005,563

純資産の部   

株主資本   

資本金 598,950 598,950

資本剰余金 621,930 621,930

利益剰余金 1,874,342 1,877,580

自己株式 △505,147 △505,147

株主資本合計 2,590,075 2,593,313

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 440,580 412,422

土地再評価差額金 △12,129 △12,129

為替換算調整勘定 59,836 55,701

その他の包括利益累計額合計 488,287 455,994

少数株主持分 6,064 11,928

純資産合計 3,084,426 3,061,237

負債純資産合計 10,576,604 11,066,800
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 2,107,999 2,170,787

売上原価 1,457,259 1,537,662

売上総利益 650,739 633,124

販売費及び一般管理費 548,882 540,909

営業利益 101,856 92,214

営業外収益   

受取利息及び配当金 9,115 9,211

持分法による投資利益 6,362 6,328

固定資産賃貸料 11,779 11,497

その他 5,383 18,051

営業外収益合計 32,640 45,088

営業外費用   

支払利息 15,963 15,660

その他 6,201 16,435

営業外費用合計 22,165 32,095

経常利益 112,332 105,208

特別利益   

投資有価証券売却益 2,069 －

受取保険金 4,486 －

特別利益合計 6,555 －

特別損失   

災害による損失 4,131 －

固定資産除却損 12 －

特別損失合計 4,144 －

税金等調整前四半期純利益 114,744 105,208

法人税、住民税及び事業税 38,814 36,770

法人税等調整額 14,407 8,836

法人税等合計 53,221 45,606

少数株主損益調整前四半期純利益 61,522 59,602

少数株主利益 436 5,776

四半期純利益 61,085 53,825
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 61,522 59,602

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 47,774 △28,178

為替換算調整勘定 △420 3,133

持分法適用会社に対する持分相当額 21,817 △7,158

その他の包括利益合計 69,171 △32,204

四半期包括利益 130,693 27,397

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 129,914 21,533

少数株主に係る四半期包括利益 779 5,864
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　１ 受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成26年６月30日）

受取手形割引高 61,880千円 75,872千円

 

※２　のれん及び負ののれんの表示

　のれん及び負ののれんは、相殺表示しております。相殺前の金額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成26年６月30日）

のれん 3,314千円 2,002千円

負ののれん 967千円 483千円

差引 2,346千円 1,518千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額及び負

ののれんの償却額は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

減価償却費 58,439千円 73,278千円

のれんの償却額 1,311千円 1,311千円

負ののれんの償却額 483千円 483千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり　
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 54,983 5 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい移動

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり　
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 54,977 5 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい移動

　　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自

平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

　当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 5円90銭 5円20銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 61,085 53,825

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 61,085 53,825

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,360 10,358

 （注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　  該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成26年８月12日

昭和化学工業株式会社

取締役会　御中

 

　八重洲監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 久具　壽男　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 渡邊　考志　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている昭和化学工業株

式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から

平成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、昭和化学工業株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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